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第１部 2050 年中部圏ビジョン 

１．2050 年に向けた経済・社会の潮流と対応の方向性（別添資料１参照） 

・中部圏ビジョンの検討にあたり、2050 年に向けての経済・社会の潮流と対応の大きな方向性を

整理した。 

（１）経済・社会の潮流 

ア．人口減・少子高齢化・労働力希少社会 

・日本の総人口は 2008年（128百万人）をピークに減少、2056年に１億人を割る水準に。 

（2050 年：105 百万人、2070 年 87 百万人） 

・併せて高齢化（高齢化率：2020 年 28％→37％）、労働力希少社会（生産年齢人口：2020 年 75 百

万人→55百万人）へ 

イ．日本の経済規模の縮小 

・世界のＧＤＰに占める日本のシェアは急速に低下（1994年：17.8％→2022 年：4.2％）。 

・一人当たりＧＤＰ（名目・実質）も、ＧＤＰと同様に停滞。国別ランキングでは 2000年第 2位か

ら 2022年第 32位まで低下。 

・この状態のままでは世界経済における日本の地位は一層低下する。 

ウ．その他の潮流 

・ＳＤＧｓ（ポストＳＤＧｓ）への貢献とＥＳＧ経営、安全保障環境の激変、技術のコンバージェ

ンス（融合）による驚異的な進歩、自立・分散型と循環型を組み合わせた社会の構築など。 

（２）対応の方向性 

・人口減少・少子高齢化を前提とした経済社会への移行 

・経済を成長させ持続可能性（経済・社会・環境）を向上 

 

２．科学・情報技術面からの 2050 年の社会の可能性 （別添資料２参照） 

・2050 年未来社会の科学・情報技術面からの可能性について、政府・民間が公表している予測資

料等をベースに整理した。 

・科学・情報技術を駆使した生産性やウェルネスの向上、経済活動領域の拡大（サイバー空間、宇

宙等）が期待されている。 

項目・分野 主な可能性 

リアルとバーチャルの融合 ・バーチャル内で生み出した付加価値がリアルと相互に作用 

ライフサイエンス ・超早期疾患予測・予防、寿命の大幅延伸 

資源・エネルギー・環境 ・循環型社会への転換による資源・エネルギー制約の克服 

防災・インフラ ・極端風水害の脅威から解放された社会の実現 

フロンティア開拓 ・宇宙における資源・エネルギー開発や都市開発 

モビリティ ・多様かつ効率的な移動の確保、街づくりとも連携 

働き方・教育・人材育成 ・ＡＩによる抜本的な変化、人生百年超時代 

世界の重大リスク ・核戦争、生態系の破壊、ＡＩ戦争など 
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３．ありたい 2050 年未来社会 （別添資料３参照） 

（１）日本全体 

・上記１．および２．を踏まえ、日本全体のありたい 2050 年未来社会を描いた。 

＜マインドセット＞ 

・未来に対する強い意志を持つ、先端技術開発・イノベーションを最大限推進 

「人間とは何か」が問われる覚悟 他 

＜目標＞ 

・人口減少下における持続可能性（経済・社会・環境）の向上 

＜重視する価値観・考え方＞ 

・人間性（ＡＩとの対比）、多様性・包摂性、フューチャー・デザイン（将来世代の視点導入） 

＜日本全体のありたい姿＞ 

①資本蓄積を軸とした経済の好循環 

②人口減少スピードの緩和、供給制約克服 

③世界に対して高齢化社会のモデルを示す 

④ＡＩ時代に対応した学校教育再構築 

⑤多様な生き方・働き方によるウェルビーイング達成 

⑥持続可能性の高い自立・分散型と循環型を組み合わせた社会の形成 

⑦脱炭素・循環経済・自然再興（ネイチャーポジティブ）の統合的な実現 

⑧人口減に対応した適正な社会インフラの維持・形成、レジリエンスを強化した安全安心な社会 

⑨東京一極集中是正（大規模災害時にも日本の中枢機能が麻痺しない社会） 

⑩世界に対してソフトパワーを発揮し、世界の平和と発展に貢献 

 

（２）中部圏 

・「日本全体のありたい姿」に加え、特に中部圏として重視する項目を以下に示す。 

 

～世界中から人・モノ・カネ・情報を引き付ける魅力と活力のある地域～ 

＜マインドセット＞ 

・地域の独自性に価値があることを認識し、地域資源・資本を生かす。 

・グローバルに考える（東京標準ではなく世界標準で） 

・オープンマインドで国内外から多様な人材を受け入れ、チャンスを提供する。 

・中部圏がリーダーとなり、日本に貢献（責任と行動）。 

＜中部圏のありたい姿＞ 

①産業の進化と多様化の継続的な推進  

②エコシステムによる絶えざるイノベーション創出 

③特にモビリティ分野を起点に新たな価値を創出し世界を先導 

④国内外から多様な高度人材集積。当地域での人材育成により、他地域にも高度人材を供給 

⑤多くの来訪者を国内外から惹き付ける魅力と活力 

⑥東京一極集中の是正を実現する広域圏の「ひな型」 
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⑦リニア開業効果・日本中央回廊の形成効果の最大化 

⑧災害リスク（特に南海トラフ地震）対策により、レジリエンスが高く安全安心 

⑨安心して子供を生み育てられ、高齢者・障がい者・外国人に優しい 

⑩国内外から人を魅了する文化・芸術やスポーツ、「遊び」があり、「シビックプライド」も高い 

 

 中経連としては、産業界の立場から特に産業の持続可能性を高める方策、すなわち生産性の向上

や付加価値の向上につながる方策を中心に必要な取り組みを第２部で提示する。 
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第２部 中部圏が目指す具体的な方向性・取り組み 

 

＜基本的な考え方＞ 

・中部圏の経済社会を一段と高い成長軌道に乗せていくためには、個別の産業・業種論よりも、全

体観を持った今後の活動の指針を打ち出すべきと考える。 

・経済・社会・技術が急速に変化し、産業の境界もなくなりつつあるなか、中部圏でリードすべき

個別の産業分野を特定することは妥当性に乏しい。 

・中部圏において経済成長と持続可能性の両立を図り、人口減少下においても経済的・精神的に豊

かで活力ある社会とするためには、その基盤となる、産業・人材・社会構造のあり方・施策を打

ち出すことが重要である。 

・そこで、2050 年を見据え、中部圏が目指す具体的な方向性・取り組みの柱として「産業の進化と

多様化」、「人材と働き方の進化」、「持続可能な地域社会の形成」の３つを立てる。 

 

Ⅰ．産業の進化と多様化 ～既存産業の高付加価値化と新規領域の開拓～ 

１．目指す方向性 

・ものづくりで発展してきた中部圏が持続的な成長を続けていくためには、ＤＸとＧＸを大前提に、

既存産業の高付加価値化による進化と、自動車産業を中心とした製造業からの多様化を図る必要

がある。 

・多様化に向けては、スタートアップ振興をはじめとして、今後需要の伸びが見込まれる健康・医

療・介護などのサービス産業や観光・農業等の振興にも取り組む必要がある。 

・この実現に向けては、まずは大企業と大学・研究機関の戦略的な連携によるオープンイノベーシ

ョンの推進が重要となる（第２部 Ⅳ参照）。 

・知財・標準化戦略、エネルギー・半導体等重要物資の安定的確保などの経済安全保障への対応、

脱炭素や循環経済などのサステナビリティに対する消費者の意識改革・行動変容、海外に向かっ

ていた投資の国内への呼び戻しなども重要である。 

・デジタルエコノミー社会では単独の企業・業界の取り組みだけでは成長が一層厳しくなることか

ら、これらの産業の振興には多種多様で異質な企業や研究機関および大学などによる共創と競争

に基づくエコシステム（生態系）の形成が有効である。 

・そのため、中部圏は多様な機関・組織による連携・協働を進め、産業の進化・多様化を一層図り、

最終的に社会システム化1による新たな価値の提供を目指していく。 

・この姿を中部圏の強みである自動車産業を起点として、モビリティ産業、さらには社会システム

化へと進化していくイメージを示すと次のようになる。 

 

 
1 医療福祉や生活文化など個人の生活にかかわる分野や、交通、環境や防災問題など社会を取りまく状況の改善を通じ

て、社会全体のレベルアップを図ることを事業目的にした一群の産業を形成すること。社会的課題の解決（従来は主に公

的部門が担当）を、デジタル技術等の民間企業の力を活用し、複数の機能を結び付けるなどの全体の仕組化によってビジ

ネス化する。顧客の多様なニーズに合わせたきめ細やかで全体最適なサービスの提供が可能となる。パソコン、自動車、

家電などの製品は社会システムを形成する要素となる。 
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＜事例＞ 

 

２．必要な取り組み 

（１）産業の進化 

・あらゆる産業においてデジタル化・ＤＸの推進が不可欠。①産業の「情報産業化」、②ＤＸのバ

ージョンアップ・デジタル化による新たな価値の創出、③データ連携基盤（プラットフォーム）

の構築、④デジタルツインの活用等に取り組む。 

・デジタルツインはバーチャル空間に極めて高精度で現実の工場を再現し、最適な稼働の実現やト

ラブルへの対応など製造業の生産性を高める活用が期待される。製造業の集積の強みを生かす産

業の進化に不可欠である（第２部 Ⅳ参照）。 

・製造業が強く、関連する多くの特許を生み出している中部圏としてＧＸは先導すべき分野。産学

官が連携し地域を挙げて、より効率的・効果的な社会実装に取り組む。研究開発から社会実装に

至るまで（研究→開発→事業化→産業化）の課題を解決していくことがカギとなる。 
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（２）産業の多様化 

・スタートアップの質と量、両方を向上させる観点での取り組みが重要。大手企業を中心とした既

存企業がけん引する形でのイノベーションの取り組みが他地域と異なる中部圏の大きな特徴であ

る。強みである製造業以外の産業においても社会システム化を追求し、付加価値創出を高めてい

く2。 

・ヘルスケア産業では、医工連携による次世代ヘルスケア産業への進化、さらに社会システム化を

目指す。 

・魅力ある観光コンテンツが多くある中部圏のポテンシャルを活かし、観光を重要な付加価値獲得

の柱の一つとして位置づけ、観光ＤＸ、戦略プロモーション、周遊環境の整備を通じて広域観光

地域づくりに取り組む。 

・農業については、様々な先進技術を活用するスマート農業で大規模化・省力化・品質向上を追求

しながら、社会課題・価値観を考慮した、地域を舞台にした産業の社会システム化を目指す。 

 

（３）産業の進化と多様化を実現する仕組み（エコシステムの形成） 

・多様な企業や組織が協力し合い、共創と競争を通じてビジネスを創出・拡大していくエコシステ

ムを形成していく。 

 

（４）強いエコシステムを実現する産業の基盤強化 

・研究開発においては、協調領域や競争領域における役割分担や連携のあり方の具体策を検討し、

アジャイルな研究開発を進める。 

・国際標準化をはじめとしたルール形成による市場拡大・創出、知財・標準化・研究開発と経営戦

略の一体化、オープン＆クローズ戦略等に取り組む。 

・エネルギーや食糧、水の安全保障の強化、重要物資等の特性に応じた多様な手段による安定的確

保を図る。 

・脱炭素・循環経済について消費者の意識変革のみにとどまらず、行動変容に結びつける必要があ

る。経済的インセンティブの導入やナッジの活用など無理のない仕組みを導入する。 

 

Ⅱ．人材と働き方の進化  ～労働力希少社会への対応とウェルビーイングの達成～ 

１．目指す方向性 

・中部圏は経済成長と持続可能性の両立に向けて、「人」を成長の源泉と位置づけ、生成ＡＩの普

及・発展も前提にし、多様な人材が活躍できるよう、国内外から人を惹き付ける地域として「人

材・働き方」においてもわが国、世界の先進地域を目指す。その姿は、概ね次のとおり。 

・基礎学力をしっかりと身につけることができる教育システムや、個々人の目指す進路に応じた専

門性の高い教育機関および、学校・家庭・地域をはじめ社会全体で人を育てる取り組みなどによ

って、世界を舞台に活躍できる才能豊かな多くの人材が輩出され、活躍している。 

・人とＡＩ・ロボット等の共生が進み、労働力不足が解消されている。 

・ＡＩによって、企業の組織形態が自律的なプロジェクト型に変化していく。 

 
2 付加価値構成比が高い業種は、製造業、卸売・小売、医療・福祉が３本柱。 
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・より高度あるいは、創造的な分野において多様な人材が活躍できるフィールドが広がるとともに、

わが国に相応しいジョブ型雇用をはじめ多様な働き方の選択が可能となっている。リカレント・

リスキリングも活発化しており、再チャレンジの仕組みとともに人生百年時代に応じた活躍の場

も広がっている。 

・既存産業の高付加価値化と新規領域が開拓され続けている中部圏の魅力と活力が、ビジネスや研

究、学びなどを目的とした多くの来訪者を国内外から惹き付け、交流人口も増えている。 

・この姿を人材の「育成」（質）、「確保」（量）に着目して整理したイメージは次のようになる。 

 

 

２．必要な取り組み 

（１）人的資本投資の拡大 

・生成ＡＩの凄まじい進化が想定される中、人的資本を重視し、ＡＩ・ロボット等と共生する中で、

人間らしさを発揮してさまざまな変化に対する適応力を養うことができる教育システムの再構築

が必要である。同時に、社員の自律・定着に向けたキャリアパスの明確化、組織として重視・不

足するスキル・専門性を高める教育・研修プログラムの充実、公募制や副業・兼業等の成長機会

の提供をはじめ人への投資の拡大が求められる。 

 

（２）人材の育成（質の向上） 

・早期のキャリア教育、企業の採用・雇用形態の見直し（通年採用、ジョブ型雇用、複線型人事制

度など）、処遇・環境改善に加えて、社会、親世代の理解を深める意識改革に向けた啓発、産学

での人材交流の活発化など、研究者をはじめとする高度専門人材・博士人材の育成・活躍に取り

組む。 

・優秀な留学生の活躍促進、ライフイベントに対応して働き続けられる環境の整備や計画的な育成

などによる役員への登用などの女性の活躍促進、マイノリティーも受け入れられるＤＥ＆Ｉ（ダ

イバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）の推進など、多様な人材の活躍促進に取り組む。 
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（３）学校教育の再構築 

・グローバルなマインド、科学技術や先端分野への関心の醸成を含め、子どもや学生が個々の能力

や学習到達度に応じて繰り返し知識を習得できる仕組みと知的欲求をかきたて満たす探求心を育

むことができるよう、生成ＡＩをはじめデジタル技術も最大限活用した教育システムへの転換に

取り組む。 

 

（４）人材の確保（量の拡大） 

・デジタル・ＡＩ・ロボットの活用、省人化投資の拡大等を通じた生産性の向上を図るとともに、

日本人の活躍促進に限界はあるものの、副業・兼業による労働余力や知見の活用、就業制限を行

っているパートタイムの活躍、増加する高齢者のそれぞれの特性にあわせた活躍促進、さらには

外国人の活躍による人材確保により、人手不足の解消に取り組む。 

 

（５）リカレント・リスキリング教育 

・人材の育成・確保（質・量）双方に資するリカレント・リスキリング教育について、今後の成長

分野であるＤＸ、ＧＸ人材の育成や人生百年時代における高齢者の活躍などの観点も踏まえ、産

学間で人材と知を循環させながら取り組む。 

 

（６）働き方の進化 

・「１．産業の進化と多様化」で示したそれぞれの分野への労働移動にも寄与する持続的な賃上げ

の推進に取り組む。 

・特に若い女性の転出が拡大するなか、男性の職場というイメージが強いものづくりの現場にデジ

タルツインを広げ、理系・文系を超えたデザイン的な世界観が求められるような魅力的な働く場

をつくり上げる必要がある（第２部 Ⅳ参照）。 

・ジョブ型による配置の適所適材、日本型雇用システムの利点を活かした安定雇用による人材確保

を組み合わせた新たな雇用システムへの転換や多様性の確保にもつながる雇用システムの見直し

に取り組む。 

・企業と労働者双方にとって人材移動がしやすくなるよう解雇要件も含め働き方に中立でない法制

度を見直すとともに、リカレント・リスキリング教育の推進、再チャレンジできるセーフティネ

ットの仕組み等を整備するなど労働法制の見直しが必要である。 

・ＧＤＰだけでは豊かさを測ることが難しくなってきている中、自社の利益を追求するだけではな

く、経営に関わる関係者全員の幸せを追求するウェルビーイング経営の推進が重要である。 

・ＡＩに得意分野の単純作業、標準化された作業を任せ、人はより高度、あるいは創造的な仕事、

ヒューマンタッチな仕事に注力できるよう変化させていくなど、生成ＡＩの進化が人材と働き方

に及ぼす影響を踏まえた働き方の進化が必要である。 
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Ⅲ．持続可能な地域社会の形成  ～自立分散型と循環型のハイブリッドな社会の形成～ 

１．目指す方向性 

・中部圏は、自立分散と循環を組み合わせた社会システムを構築するとともに、第３次国土形成計

画で国際競争力強化のカギと位置付けられた「日本中央回廊3」の形成効果を最大限生かし、持続

可能性を一層高めてわが国経済の発展を牽引し、東京一極集中の是正を実現するひな型を示す地

域を目指す。その姿は、概ね次のとおり。 

・再生可能エネルギーの主力電源化に伴うエネルギーの分散化による地域の自立性を高める安全安

心な暮らしと資源ロスや廃棄物の少ない社会が実現している。また、住民の年齢構成や密集度、

生活サービス拠点のロケーションなど地域の特色に応じた「モビリティまちづくり」が各地域に

実装されるなど地域のウェルビーイングも向上し、持続可能性を高める社会システムが構築され

ている。 

・東海環状自動車道（西回り）、三遠南信自動車道、中部縦貫、中部横断、３つ目となる新たな環

状道路などをはじめ、圏域や地域を結ぶ交通ネットワークが充実し、中部国際空港の第二滑走路

が新たな埋め立て地に整備されるなど適正なインフラが維持・形成され、圏域内外の人流・物流

が活発化している。 

・企業のＢＣＰ・ＢＣＭの普及や内容の充実が進み、南海トラフ地震、激化する風水害などに対す

るハード・ソフト両面での耐性が高まり、レジリエンスが強化されている。 

・リニア開業、日本中央回廊の形成効果を最大化してこれらと組み合わせることで、ビジネスや研

究、学び、観光、ＭＩＣＥなどを目的とした多くの来訪者を国内外から惹き付ける地域を目指し

ていく。 

・この姿を整理したイメージは次のようになる。 

 

 
3 「日本中央回廊」とは、今後開通予定のリニア中央新幹線および整備が進む新東名高速道路、新名神高速道路、さらに
はリニア中央新幹線各駅を交通結節の核とする高規格道路ネットワーク等により形成される首都圏・中部圏・関西圏を短
時間で結ぶ、世界に例を見ない『経済集積領域』。 
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２．必要な取り組み 

（１）持続可能性を高める社会システムの構築 

・エネルギー計画を考慮した都市計画の策定とその実装、地域の特色を踏まえた「モビリティまち

づくり」、民間ノウハウも活用（ＰＦＩ）した効率とレジリエンスを考慮した公共インフラの維

持・整備、森林循環も意識した流域全体での治水対策など、自立分散型社会システムの導入促進

に取り組む。 

・再エネの導入やスマートシティづくり、マイクログリッド4の社会実装、CO2 吸収源（森林等）の

維持・再生や木材利用促進、バイオマス発電の推進などの脱炭素社会の形成をはじめ、循環経済

（サーキュラーエコノミー）、持続可能性をさらに踏み込んだネイチャーポジティブ（自然再興）

に取り組む。 

・ＱＯＬ（生活の質）やウェルビーイングの向上、子育てや若者の支援環境の充実、多文化共生、

外部から付加価値を獲得し地域内で循環する持続可能性のある仕組みづくり、新しい文化（エン

ターテイメントも含む）・ソフト面での魅力づくり、豊かな自然環境の継承など、魅力ある地域

づくりに取り組む。 

 

（２）交通ネットワークの形成 

・「新たな環状道路」（名古屋環状２号線の外側に、既存の東名高速道路・名神高速道路に、調査中

路線である一宮西港道路、名古屋三河道路を加えた環状道路）の整備、調査・整備中の高規格幹

線道路および地域高規格道路など、道路ネットワークの早期整備の実現。 

・清水港、名古屋港、四日市港の港湾機能の強化の実現。 

・中部国際空港の 24 時間運用可能な国際拠点空港として、十分に機能を発揮させる第二滑走路の

早期整備の実現。 

・老朽化インフラの指標化による廃止判断の導入など、人口減少化における持続可能性を高めるイ

ンフラ維持のあり方の検討など老朽化インフラへの対応が必要。 

 

（３）レジリエンス（防災・減災）の強化 

・南海トラフ地震、風水害、土砂災害、渇水被害等の自然災害のリスクへの備えとして、ＢＣＰ

（Business Continuity Planning／事業継続計画）や個人も主体となり命と健康に生き続けるた

めの計画を事前に立て実行するＬＣＰ（Life Continuity Planning／生活継続計画）の策定推進、

南海トラフ地震のように被害が広域におよぶ場合のリソース振り分けの優先順位、地域防災計画

のフォーマットの共通化およびこれらへのデジタル技術の活用を進める。 

 

（４）リニア開業効果・日本中央回廊の形成効果の最大化 

・リニア中間駅からの南北軸となる高規格道路、リニア中間駅から高規格道路までのアクセス道路、

三大都市圏間の東西軸となる高規格道路など「日本中央回廊」の効果最大化に向けた道路ネット

ワークの整備が必要。 

 
4 再エネや蓄エネ設備等の分散型エネルギーリソースとエネルギーネットワークを一定規模で統合し運用するエネルギー
システム。平常時はエネルギーの地産地消を行いコストおよび環境負荷の低減を図り、災害等による停電時はグリッド内
の電源や蓄電池等を活用して自立運転による電力供給を継続可能とするもの。 
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・研究開発機能やデジタル技術関連の呼び込みなど、既存の産業集積をさらに高め経済的中枢機能

の集積強化に取り組む。同時に低コストや住みやすさを活かしたオフィスおよび住環境の整備も

図る。特にリニア開業によって２時間交流圏人口が最大となる名古屋はオフィス機能の拡充を進

め、首都圏に比べコスト負担が低く競争力を高めたい企業の本社機能の集積を高めるべきである。

さらには圏域を超えた産業クラスターの連携によるイノベーションの創出、二地域居住をはじめ

とする都市と地方にまたがる新たなビジネススタイルやライフスタイルの実現、新たな広域観光

交流の促進など「日本中央回廊」の広域的な波及効果の創出に取り組む。 

・東京－名古屋間の開業による交流拠点としての機能を強化させ、大阪までの全線開業時に日本中

央回廊の中心としての機能を発揮させる（第２部 Ⅳ参照）。 

・三大都市圏にあるわが国のゲートウェイ機能である成田国際空港、羽田空港、中部国際空港、関

西国際空港の相互補完的機能の発揮による相乗的な経済効果の創出と、首都圏直下地震や南海ト

ラフ地震などの巨大災害に対するリダンダンシーの確保の実現。 

・人口減少が進む中、あらためて地域の自立性を高める広域的な統治機能のあり方の議論を再開す

る必要がある。 
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Ⅳ．「中部圏が目指す具体的な方向性・取り組み」を実現するための示唆・提案 

１．オープンイノベーションの推進 

１
．
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・
「
組
織
」
対
「
組
織
」
の
本
格
的
な
連
携

・
ビ
ジ
ョ
ン
や
ゴ
ー
ル
の
設
定

・
経
営
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

・
複
層
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
知
財
・
標
準
化
戦
略

ヒ
ト

モ ノ

カ
ネ

情 報
戦
略
的
連
携

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
る
要
素

～
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
・
成
長
～

・
従
業
員
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
、
出
向
起
業
・
越
境
活
動
支
援

・
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

・
M
＆
A
の
活
用
、
リ
ス
ク
の
と
れ
る
C
V
C
の
充
実

・
適
切
な
役
割
分
担

特
に
人
材
の
交
流
活
発
化

大
学
の
持
つ
シ
ー
ズ
の
活
用

大
学
・
研
究
機
関

大
企
業
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２．デジタルツインの活用 

 

 

  

２
．
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
活
用

サ
イ
バ
ー
空
間
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
再
現

サ
イ
バ
ー
空
間
上
で
未
来
予
測

現
実
世
界

予
測
結
果
か
ら
自
律
的
に
改
善

工
場
内
に
設
置
さ
れ
た
様
々
な
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
、
現

実
世
界
の
工
場
の
様
子
を
サ
イ
バ
ー
空
間
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
再
現
。

工
場
内
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
前
後
の
状
況
な
ど
統

合
さ
れ
た
複
数
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
A
Iを
用
い
て
未
来

予
測
を
実
施
。
改
善
す
べ
き
状
況
が
予
測
さ
れ
れ
ば
、
自
律
的
に
対

応
を
検
討
・
実
行
。
治
具
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
で
対
応
す
る
な
ど
完
全
無

人
に
よ
る
製
造
が
実
現

現
実
世
界
の
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
サ
イ
バ
ー
空
間
上
に
表
現
す
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
や
メ
タ
バ
ー
ス
技
術
が
研
究
開
発
や
製
造
工
程
等
も
の
づ

く
り
の
様
々
な
シ
ー
ン
で
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
製
造
業
を
は
じ
め
様
々
な
業
種
に
お
い
て
劇
的
に
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め

た
技
術
と
し
て
注
目
。

日
本

欧
州

米
国

試
作
品
を
サ
イ
バ
ー
空
間
上
で
再
現
し
、
世
界
中

か
ら
設
計
者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
関
係
者
が
疑
似

的
に
同
時
に
試
作
品
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
。

試
作
回
数
の
削
減
や
開
発
期
間
の
短
縮
を
実
現

サ
イ
バ
ー
空
間
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
再
現

意
匠
・
デ
ザ
イ
ン
検
討
に
お
け
る

メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
イ
メ
ー
ジ

製
造
工
程
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
活
用
イ
メ
ー
ジ

＜
導
入
段
階
＞

＜
高
度
な
利
用
＞

A
Iに
よ
る

未
来
予
測
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３．女性が働きたくなる製造業のイメージ 

 

３
．
女
性
が
働
き
た
く
な
る
製
造
業
の
イ
メ
ー
ジ

【
こ
れ
ま
で
の
製
造
業
】

【
今
後
の
製
造
業
】

－
デ
ジ
タ
ル
製
造
業
－

３
K
（
き
つ
い
・
汚
い
・
危

険
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
就

職
す
る
企
業
と
し
て
敬
遠
気

味
（
特
に
女
性
）
。

理
系
男
性
が
多
い
。
肉
体
労

働
が
メ
イ
ン
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
や
ロ
ボ
ッ

ト
の
登
場
に
よ
り
、
人
的
コ

ス
ト
は
大
幅
に
ダ
ウ
ン
。

デ
ー
タ
活
用
し
た
作
業
が
メ

イ
ン
。
男
女
、
文
理
問
わ
ず

活
躍
で
き
る
産
業
へ
変
化
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
よ
る
設
計
に
よ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
テ
ス
ト
を
同
時
並
行
で
行
う
こ
と
が
可
能
。

試
作
品
を
製
造
す
る
手
間
・
コ
ス
ト
は
発
生
し
な
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
る
自
動
生
産
。

人
力
は
不
要
と
な
り
、
女
性
で
も
活

躍
で
き
る
職
場
へ
と
変
化
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
り
作
業
が

ス
マ
ー
ト
化

生
成
A
Iに

よ
る
作
業
効
率
化

デ
ー
タ
を
扱
う
作
業
は
文
系

女
性
の
活
躍
機
会
増

ロ
ボ
ッ
ト
、
A
Iな
ど
に
よ
り
人
的
コ
ス
ト
は
減
少

企
画

デ
ザ
イ
ン

設
計
・
試
作

テ
ス
ト

生
産

企
画

デ
ザ
イ
ン

設
計
・
試
作

テ
ス
ト

生
産

試
作
品
を
何
度
も
製
造
（
ト
ラ
イ
ア
ン
ド

エ
ラ
ー
）
す
る
た
め
コ
ス
ト
が
高
く
、
環

境
へ
も
悪
影
響
。

油
で
汚
れ
た
り
、
危
険
な
作
業
も
伴
う
。

工
程
ご
と
に
多
大
な
人
的
コ
ス
ト
が
発
生

ラ
イ
ン
作
業
に
よ
る
生
産

力
仕
事
も
多
く
、
男
性
メ

イ
ン
の
作
業

紙
媒
体
の
資
料
管
理
に
よ

り
業
務
非
効
率

各
種
テ
ス
ト
は
実
機
を

使
っ
て
行
わ
れ
、
製
造
廃

棄
が
繰
り
返
さ
れ
る
工
程

手
作
業
に
よ
る
手
間

【
未
来
の
製
造
業
】

－
ス
マ
ー
ト
製
造
業
－

全
て
の
工
程
が
機
械
化

（
省
人
化
）
さ
れ
て
い
る
。

作
業
は
在
宅
で
も
可
能
と

な
り
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
が
可
能
。

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
力
が
重

要
と
な
り
女
性
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

機
械
に
よ
る
自
動
生
産
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
の
設
計

に
よ
り
試
作
品
の
製
造
は
不
要
。

遠
隔
で
の
操
作
も
可
能
な
た
め
在
宅
で
の
仕
事
が
可
能
。

技
術
力
の
向
上
に
よ
り
、
従
来
よ

り
も
高
機
能
な
製
品
が
量
産
可
能
。

打
合
せ
は
A
I（

ロ
ボ
ッ
ト
）
と
行
う

課
題
提
起
や
解
決
法
を
提
示
し
て
く
れ

る
た
め
、
企
画
時
間
は
短
縮
さ
れ
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
上
に
実
際
の
ユ
ー
ザ
ー

を
想
定
し
て
空
間
を
再
現
。
直
感
的

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
。

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
以
外
は
す
べ
て
機
械
に
よ
る
作
業

企
画

デ
ザ
イ
ン

設
計
・
試
作

テ
ス
ト

生
産
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４．リニアを生かした仕事・生活イメージ 

 

４
．
リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
仕
事
・
生
活
イ
メ
ー
ジ
（
１
／
２
）

名
古
屋
－
東
京
経
済
圏
か
ら
み
た

名
古
屋
の
魅
力

・
東
京
ま
で
約
4
0
分
で
移
動
可
能
と
な
る
立
地
の
良
さ

・
土
地
・
空
間
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
窮
屈
で
な
く
住
み
や
す
い
地
域

・
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
確
か
な
技
術
力
を
持
っ
た
産
業
集
積
地
。

東
京
企
業
と
の
相
互
補
完
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
地
域
。

・
南
北
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
、
観
光
地
へ
も
気
軽
に
行
く
こ
と
が

で
き
る

・
賃
貸
物
件
価
格
の
安
さ
（
東
京
の
約
6
割
）
で
本
社
機
能
の
移
転
メ
リ
ッ
ト

名
古
屋
－
東
京
間

リ
ニ
ア
開
通
後
の
中
部
圏

名
古
屋
駅

東
京
駅

飯
田
駅

中
津
川
駅

大
阪
駅

飯
田
か
ら
名
古
屋
、
東
京
と

移
動
し
て
も
日
帰
り
が
で
き

る
。
出
張
っ
て
い
う
感
覚
が

だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
た
気
が

す
る
。

土
地
・
空
間
に
ゆ
と
り
が
あ

る
。
田
舎
過
ぎ
ず
都
会
過
ぎ

な
い
、
ち
ょ
う
ど
良
い
こ
の

地
域
が
と
て
も
気
に
入
っ
て

る
わ
。

こ
こ
な
ら
、
欲
し
い
も
の
は

何
で
も
揃
う
。
山
に
も
海
に

も
ど
こ
に
で
も
旅
行
で
き
る
。

計
画
を
立
て
る
の
が
今
の
楽

し
み
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！

思
い
切
っ
て
東
京
か
ら
本
社

を
移
転
し
て
1
年
。
オ
フ
ィ

ス
の
賃
料
も
安
く
て
削
減
し

た
固
定
費
を
人
材
投
資
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
。

新
規
開
拓
も
順
調
で
こ
れ
か

ら
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
ぞ
。

新
大
阪
駅

名
古
屋
駅

品
川
駅

岐
阜
県
駅
長
野
県
駅

山
梨
県
駅
神
奈
川
県
駅

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

名
古
屋
－
東
京

経
済
圏

9
:0
0

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

1
1
:0
0

準
備
の
た
め

名
古
屋
本
社
へ

1
3
:0
0

東
京
の
取
引
先
へ

1
4
:0
0

プ
レ
ゼ
ン

1
7
:0
0

帰
宅

1
8
:0
0

育
児
の
手
伝
い

【
一
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】
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４
．
リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
仕
事
・
生
活
イ
メ
ー
ジ
（
２
／
２
）

東
京
－
名
古
屋
－
大
阪
経
済
圏
か
ら
見
た

名
古
屋
の
魅
力

・
東
京
－
名
古
屋
－
大
阪
間
を
約
6
0
分
で
移
動
可
能
と
な
り
、

名
古
屋
は
最
も
利
便
性
の
高
い
地
域
。

・
日
本
の
中
心
地
と
し
て
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
集
ま
る
地
域

・
名
古
屋
に
本
社
機
能
が
移
転
す
る
こ
と
で
東
京
一
極
集
中
が
是
正
さ
れ
、

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
。

・
様
々
な
産
業
が
集
積
し
、
名
古
屋
港
や
中
部
国
際
空
港
か
ら
物
流
が
広
が
り
、

世
界
中
の
企
業
と
戦
う
こ
と
が
で
き
る
強
靭
な
企
業
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
る
。

東
京
－
名
古
屋
－
大
阪
間

リ
ニ
ア
開
通
後
の
中
部
圏

起
業
す
る
決
心
が
つ
い
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
っ
て

東
京
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
け
ど
、
リ
ニ
ア
が
開
通
し

た
今
、
そ
れ
は
古
い
考
え
。

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
柔

軟
に
計
画
を
練
っ
て
い
こ
う
。

起
業
家
：
A
さ
ん

名
古
屋
で
起
業
し
て
大
正
解
！

日
本
中
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
が
集
ま
る
場
所
だ
か
ら
取
引
先
が

多
く
、
商
談
相
手
に
は
困
ら
な
い
。

固
定
費
が
削
減
で
き
た
分
、
従
業
員

へ
の
投
資
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
「
働
き

や
す
い
職
場
」
と
し
て
、
若
い
男
女

の
採
用
も
増
え
た
し
、
離
職
率
も
低

い
。
若
者
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
お

か
げ
で
会
社
の
売
上
も
絶
好
調
！

新
大
阪
駅

名
古
屋
駅

東
海
道
新
幹
線

品
川
駅

岐
阜
県
駅

長
野
県
駅

山
梨
県
駅
神
奈
川
県
駅

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線名
古
屋
－

東
京

経
済
圏

名
古
屋
－

大
阪

経
済
圏

海
外
展
開

【
一
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

9
:0
0

取
引
先
と
リ
モ
ー
ト

面
談

1
0
:3
0

名
古
屋
で
新
規
営
業

1
4
:0
0

飯
田
の
取
引
先
へ

現
地
視
察

1
6
:0
0

東
京
で
セ
ミ
ナ
ー
受
講

1
8
:0
0

名
古
屋
本
社
で

事
務
作
業

1
9
:0
0

帰
宅
し
て
趣
味
の
料
理

を
楽
し
む

名
古
屋
駅

東
京
駅

飯
田
駅

中
津
川
駅

大
阪
駅

リ
ニ
ア
で
移
動
時
間
短
縮

名
古
屋
の
オ
フ
ィ
ス
は
東
京
や
大
阪

よ
り
も
安
く
、
国
内
だ
け
じ
ゃ
な
く

世
界
へ
も
発
信
で
き
る
優
れ
た
地
域
。

リ
ニ
ア
の
中
心
駅
だ
か
ら
東
京
に
も

大
阪
に
も
す
ぐ
に
移
動
で
き
る
。
名

古
屋
な
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
は
必
ず
生
ま
れ
る
に
違
い
な
い
！
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第３部 中期活動指針「ＡＣＴＩＯＮ ２０３０」 

 

Ⅰ．中期活動指針の基本的な考え方 

・第１部を踏まえると、2050 年には想像を超える変革が待ち受けている。そこで第２部では、想像

を超える新しい時代に備え、まずは 2030 年の目指す方向性とそれまでに必要な取り組みを整理

した。 

・第３部では、できるだけ具体的に中経連として 2030 年までに取り組むべきアクションを中期活

動指針としてとりまとめる。 

・ここからの５年間中経連は、想像を超える新しい時代に相応しいつなぎ役を目指し、３つの「進

化・多様化」、すなわち「産業の進化・多様化」「人材育成と働き方の進化・多様化」「持続可能

な地域社会の形成に向けた進化・多様化」を柱として活動を推進していく。 

・中経連は、会員をはじめとする中部圏に関わる多様なステークホルダーと協働で、産学官・地域

間の連携・共創のためのプラットフォームを創出・運用し、多種多様なエコシステムの形成に貢

献することにより、新技術等の社会実装、さらには産業の社会システム化を推進していく。それ

とともに、産業界の変革を推進するための情報の収集・横展開による啓発、内外の社会・経済な

どの諸問題について地域や会員の声を集め政府等に対し提言・要望、広域的視点で地域を一体化

していく活動に取り組む。 

これらによって、単独の企業・団体・業界・地域では解決の難しい社会課題の解決につなげ、

人口が減少していく中でも経済を成長させ中部圏ひいては日本の持続可能性を高めていく。 

 

Ⅱ．中期活動指針「ＡＣＴＩＯＮ ２０３０」 

・活動の柱１．産業の進化・多様化 

 指針〇 

 指針〇 

 指針〇 

・活動の柱２．人材育成と働き方の進化・多様化 

 指針〇 

 指針〇 

・活動の柱３．持続可能な地域社会の形成に向けた進化・多様化 

指針〇 

 指針〇 

 指針〇 

 

１．産業の進化・多様化 

２．人材育成と働き方の進化・多様化 

３．持続可能な地域社会の形成に向けた進化・多様化 

 


